












で， 「宗教学」の成立は周知のように， Max Mullerの行った1870年の講演から











































姉崎の 〈C. 組織宗教の変化・ 曲解 ・混滑〉の指摘こそは，組織宗教・正統
宗教・成立宗教と言われる宗教が，現実にはそのピュアな形態のみならず，そ






























究活動をその方法と領域の点から四区分している［柳川， 1981 : 642,.__, 3] 。 それによ
ると， 昭和10,.__,15年， 昭和15,--.,30年頃， 昭和31,--.,42年， 昭和43,--.,49年に分けられる。
(51)
4
いって， かなりちぐはぐなもの」［堀1975(1969) : 242]であったと考えてお
り， 「語学の苦手なぼくはサンスクリットやパ ーリ語， チベット語などの古典







は日本文化の核をなすものであり， 「宗教史をただの教会史， 教理史， 高僧伝







堀は昭和12年(1937) 5月14日， 柳田國男の三女である三千と結婚した。 堀
が柳田國男と知り合ったのは結婚以前であるが， 「結婚してから木曜会にはじ
めて出席しました」［堀1975(1969) :244]とあるように 義父との学問的親
交が実質的に始まったのは， 結婚以後のことであった。 そのような中， 「僕の
民俗調査の最初はたしか昭和15年と思いますが， 柳田さんの名刺をもらって，
横手から， 保呂羽山， 秋田， 男鹿半島と歩いたときです」［同前］とあるよう











には国民精神文化研究所の助手， 昭和24年 (1949)には國學院大學助教授， そ















ようと努力した。［堀， 1962(1959) : 89] 









部作， 『 日本宗教の社会的役割』（昭和37年） 『宗教・習俗の生活規制』（昭和38
年） 『民間信仰史の諸問題』（昭和46年）があげられる。 また『日本のシャ ー マ



















もない， さればといって宗教のための宗教史でもない。 ちょっと， ヌェみ
たいな……。 これがしかし宗教社会史というものの宿命みたいなもの，
もっとひろく考えれば固有の方法を持たない宗教学全体の宿命といえるか





学」 であるが， これは堀一郎が世界で初めて唱えた用語である。 彼はこれを，















































のが， 昭和24年の「民間信仰と日本文化」である。 そこにおき彼は， 「自分が
ここに民間信仰と特に題したのは， 非凡にして少数なる特定者に対する， 平凡
にして多数なる信仰受容者に考察の主力を注ぎたいとの意図」［堀， 1949:13]
であると論文名の由来について述べる。 これは前述した「エリ ー トでない民衆









































昭和34年 (1959) 「日本宗教の社会的役割」『日本文化研究』6 新潮社
「諸宗教のうけとられ方＿民俗学的研究への予備的考察ー一」
『日本民俗学大系 8 』平凡社
































間信仰の段階がある」［堀，1981 (1951) :433] と理解し， 「諸宗教の領域の下に































ととなる。 例えば〈表2〉に見るように 国民精神の底流をなすとする 「国民



















” � � ヽ ゃ'..�.. ,(', , , が名炉








昭和12年 1937 ⑤ 14日、柳田國男の三女、三千と結婚。当時定職無し。暮れ、国民精神文化研究所嘱託となる。
昭和14年 1939 二松学舎専門学校教授。国民精神文化研究所助手。
昭和15年 1940 柳田國男の紹介で、横手・秋田・男鹿半島方面を旅行。 ⑦『日本仏教史論』⑪『日本上代文化と仏教』
昭和17年 1942 ⑧茨城県鹿島神宮調査。⑫出雲美保神社の調査実施。
昭和18年 1943 







昭和28年 1953 東京大学より文学博士（旧制 ） を受く。 ⑩『我が国民間信仰史の研究 （二） 』
昭和29年 1954 






昭和36年 1961 ①エリア ーデ 『大地・農耕・女性』（翻訳）





















史研究⑤『宗教・習俗 II 一 』
昭和39年 1964 秋、シカゴ大学出講。
昭和40年 1965 東京大学文学部教授兼担。
昭和41年 1966 ③ベラー 『日本近代化と宗教倫理』（翻訳）
昭和42年 1967 ④東京大学へ転任。
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の内容としてもつ， いちおう， 自然宗教的， すなわち特定の教祖を持たず，
非啓示的で， 教理上の体系化が行われず， 教団的にも不完全にしか組織さ
れない， 古代的， 非成立宗教的な呪術宗教の残留， 継承の信仰現象群を指
し， しかも他面， 成立宗教とも種々の面でかかわり合う混融複合的なもの。
［堀1971 : 10] 
以上のようにまとめられた「民間信仰」からは， その生成基盤が姉崎の指摘と




























「民間信仰」の用語を棄てることなく， テクニカル ・ タ ームとして使用してき
たのである。 特に「民俗宗教」と同義とする際には， 姉崎により造語された





















































Hori Ichiro's Religious Folklore and "Folk Beliefs" 
SUZUKI Iwayumi 
17 
With the birth of the Religious Studies field dating as far back as the latter half of the 19th 
Century, Japan's Religious Studies program which celebrates its centennial in this the year 2004, 
has had a somewhat belated start compared with its Western predecessors. Still, looking back in 
retrospect on the history of Japan's Religious Studies, and as a particular result of such, one is 
able to witness the creation and continuing development of the concept of "Folk Beliefs." 
The term "Folk Beliefs" was first coined by Anezaki Masaharu; however, it was Hori Ichiro 
who attempted a reconstruction of the disordered concept in the wake of the term's widespread 
dissemination. 
Hori's concept of "Folk Beliefs" followed in the footsteps of Anezaki's conceptual outline and 
formed the basis for the generation of "Survivals of Primitive Religion", "Aboriginal Animistic 
Beliefs" and "Change, Distortion, and Mixing in Institutional Religion." 
The "Folk Beliefs" imagined by Hori, was pursued by the popularite, and was considered, as a 
kind of religious discourse that contemplated the way religion ought to be. Along with a further 
deepening of research, this concept came to be developed to the utmost minute degree, and the 
directional nature of the concept advanced from an individual based concrete research framework 
centered on the belief phenomena of the Japanese, into one adaptive possibility of an universal 
research framework focusing on the belief phenomena of the greater human race. 
Following the trail oflchiro Hori's research, we can see that it started in research literature, and 
then greatly developed in the opportunities borne from his relation with his father-in-law Yanagita 
Kunio and also with his meeting of Mircea Eliade. From within the progression of this sort of 
research, and while maintaining "Folk Beliefs" as a research object, Hori Ichiro's "Religious 
Folklore" was ultimately crystallized. 
(65) 
